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科目区分 　専門科目・がん治療専門医養成系

授業科目名 　がんゲノム診断学と精密がん診断

担当者名 　授業計画の担当教員を参照

単位数 　１単位（選択） 配当年次 　１年次，２年次

授業形態 　Web Class 実施場所 　――

開講期間 　2023年４月下旬頃から2023年12月31日まで

開講曜日・時間 　――

授業の概要・到達目標

病理診断のプロセス

　がん生物学の進歩に伴い，がんの診断方法にも革新的な進歩の波が押し寄せている。特に2015年1月20日に
オバマ米国大統領が一般教書演説で示した“Precision Medicine Initiative”に代表される細胞を遺伝子レベルで
分析し，適切な薬を投与し治療を行うという方針は，今後，世界のがん診断の一大潮流となることは間違いない。
このような技術革新は現在のところ，決して身近な技術ではないかもしれない。しかし，その内容をいち早く理解
し，来るべき近未来のがん医療に備える必要がある。
　本授業では，がんゲノム診断の方法，それらの診療への応用，マイクロアレイや免疫組織化学などのがん分子
診断と応用，ドラッグモニタリング，それらに基づく創薬などについて理解することにより，未来のがんプロフェッ
ショナルの視野を広げる点で重要な内容を享受することとなる。

授業計画
授業の概要及び到達目標

担当教員名 講座名
(授　　　業　　　内　　　容）

遺伝看護学とは－その歴史と目ざすところ－

ゲノム医療とキャンサーパネルシークエンス

次世代シークエンサーとがん医療

抗がん剤のTDM

免疫組織化学（免疫染色）と精密がん診断

がん遺伝カウンセリング

ウイルス性肝疾患［肝臓癌の治療］

脳腫瘍の外科治療

Dualenergy CT［最新画像診断］

婦人科がん治療の近未来

がん診療に必要な知識としての遺伝性腫瘍について

心臓腫瘍－エコーから診断に迫る－

最新内視鏡診断

Human Papillomavirus&子宮頸癌［子宮頸癌とヒトパピローマウイルス］

神経内分泌腫瘍の薬物療法

遺伝看護の実際－誰に，何を，どのように－

がん統計を用いた地域の精密がんマップ

その他特記事項

履修に関する情報：Web Classにより，講義を各自視聴してください。視聴期間：４月下旬頃～12月31日
　この科目の単位数は１単位のため，20コマある講義から任意の8コマを選択して視聴してください。
教科書・参考文献：特になし
自学自習時間における学習内容：到達目標や授業内容に応じた準備学習を行うことが望ましい。

薬剤性肺障害

次世代医療を目指した人工抗体の開発と高機能化

成績評価の基準と方法

成績の評価は，提出したレポートの内容を考慮して行う。

問い合わせ先(氏名，メールアドレス等）

　柴田　浩行，hiroyuki@med.akita-u.ac.jp


